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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月18日(2017.12.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画像を取得する画像取得手段と、
　前記画像取得手段により取得された複数の画像から、新たな動画像を生成する動画像生
成手段と、
　前記画像取得手段により取得された複数の画像から、特定の画像を取得する特定画像取
得手段と、
　前記動画像生成手段により生成された前記新たな動画像と、前記特定画像取得手段によ
り取得された前記特定の画像とを関連付けて記憶手段に記憶させる記憶制御手段と、
　を備えたことを特徴とする画像生成装置。
【請求項２】
　前記画像取得手段により取得された前記複数の画像を１つの画像内に合成し、新たな画
像を生成する画像生成手段と、
　を更に備え、
　前記特定画像取得手段は、前記画像生成手段により生成された前記新たな画像を特定の
画像として取得する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像生成装置。
【請求項３】
　前記画像取得手段により取得された前記複数の画像から、当該複数の画像の総数より少
ない数の画像を選択する画像選択手段と、
　を更に備え、
　前記動画像生成手段は、前記画像選択手段により選択された前記複数の画像から、前記
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新たな動画像を生成し、
　前記特定画像取得手段は、前記画像選択手段により選択された前記複数の画像から、前
記特定の画像を取得する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像生成装置。
【請求項４】
　前記画像取得手段により取得された前記複数の画像を、当該複数の画像の夫々の使用情
報に基づいて評価する評価手段と、
　を更に備え、
　前記画像選択手段は、前記評価手段による評価結果に基づいて、前記評価手段により評
価された前記複数の画像から、相対的に評価の高い画像を複数枚選択する、
　ことを特徴とする請求項３に記載の画像生成装置。
【請求項５】
　前記評価手段は、前記使用情報として当該複数の画像に関する再生回数やお気に入り情
報に基づいて、前記画像取得手段により取得された複数の画像を評価する、
　ことを特徴とする請求項４に記載の画像生成装置。
【請求項６】
　前記画像生成手段は、前記画像選択手段により選択された前記複数の画像を１つの画像
内に合成し、新たな画像を生成する、
　ことを特徴とする請求項３から５の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項７】
　前記画像生成手段は、前記画像選択手段により選択された前記複数の画像を前記評価結
果が相対的に高い画像を前記評価結果が相対的に低い画像よりも大きい画像サイズで表示
するように１つの画像内に合成し、新たな画像を生成する、
　ことを特徴とする請求項４又は５に記載の画像生成装置。
【請求項８】
　前記画像生成手段により生成される画像のサイズの情報を取得する情報取得手段と、
　前記情報取得手段により取得された画像のサイズの情報に応じて前記１つの画像内に合
成する画像の枚数を決定する決定手段と、
　を更に備え、
　前記画像生成手段は、前記決定手段により決定された画像の枚数で、前記新たな画像を
生成し、
　前記画像選択手段は、前記画像取得手段により取得された複数の画像から前記決定手段
によって決定された枚数の画像を選択する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像生成装置。
【請求項９】
　前記画像選択手段は、前記画像取得手段により取得された前記複数の画像と、前記画像
生成手段により生成された新たな画像とから複数の画像を選択し、
　前記動画像生成手段は、前記画像選択手段により選択された当該複数の画像から、新た
な動画像を生成する、
　ことを特徴とする請求項３から８の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１０】
　前記記憶制御手段は、前記特定画像取得手段により取得された前記特定の画像を、前記
動画像生成手段により生成された前記新たな動画像のサムネイル画像として表示手段に表
示させるように関連付けて前記記憶手段に記憶させる、
　ことを特徴とする請求項１から９の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１１】
　表示手段に表示されるサムネイル画像の表示サイズに関する情報を取得する表示情報取
得手段と、
　を更に備え、
　前記記憶制御手段は、前記表示情報取得手段により取得された表示サイズに関する情報
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と、前記特定の画像とを、関連付けて前記新たな動画像のサムネイル画像として、前記記
憶手段に記憶させる、
　ことを特徴とする請求項１から１０の何れか１項に記載の画像生成装置。
【請求項１２】
　記憶手段を備える画像生成装置で実行される画像生成方法であって、
　複数の画像を取得する画像取得ステップと、
　前記画像取得ステップにより取得された複数の画像から、新たな動画像を生成する動画
像生成ステップと、
　前記画像取得ステップにより取得された複数の画像から、特定の画像を取得する特定画
像取得ステップと、
　前記動画像生成ステップにより生成された前記新たな動画像と、前記特定画像取得ステ
ップにより取得された前記特定の画像とを関連付けて前記記憶手段に記憶させる記憶制御
ステップと、
　を含むことを特徴とする画像生成方法。
【請求項１３】
　記憶手段を備える画像生成装置を制御するコンピュータを、
　複数の画像を取得する画像取得手段、
　前記画像取得手段により取得された複数の画像から、新たな動画像を生成する動画像生
成手段、
　前記画像取得手段により取得された複数の画像から、特定の画像を取得する特定画像取
得手段、
　前記動画像生成手段により生成された前記新たな動画像と、前記特定画像取得手段によ
り取得された前記特定の画像とを関連付けて前記記憶手段に記憶させる記憶制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
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